
地元歓迎オープニングアトラクションで素敵な演奏を披露してくれた聖和学園高等学校吹奏楽部の皆さん。

若い自治研中央推進委員によるニュース風の基調提起。

参加者の投票で受賞チャレサポが決まりました。

全国各地から仲間が宮城に集まりました。

地連毎に趣向を凝らした分科会紹介で、伊達政宗も登場。

２
０
１
６
年
10
月
14
日
～
15
日
、
全
国
か
ら
約
１
８
０
０
人
が
参

加
し
、
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
５
年
を
経
過
し
た
被
災
地
・

宮
城
県
に
て
、
宮
城
自
治
研
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
﹁
囲
む
べ
、
東
北
・
宮
城
で
〝
希
望
＂
鍋
﹂
を
サ
ブ
テ

ー
マ
に
、
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
こ
と
、
全
国
か
ら
震
災
支
援
に

携
わ
っ
た
方
へ
の
感
謝
と
、
今
後
も
困
難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
力

強
く
生
き
て
い
く
こ
と
を
被
災
地
か
ら
発
信
し
ま
し
た
。

第
36
回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会

宮
城
自
治
研



第１分科会「〜生きる〜「いのち」
を育む・いかす、支えあう」

第３分科会「石巻に虹を架けよう！」

被災地の食を堪能し、前夜祭は大いに盛り
上がりました。

東北の地酒やビールの集まった「みちのく良い酔い
まつり」。

被災地を代表して全国からの支援に
感謝の想いなどが語られました。

増田聡・東北大学大学院経済学研究
科教授の記念講演

自治研活動部門優秀賞を受賞さ
れた福井・越前市職員組合の緒
方祐さん。

第13回自治研賞を受賞された皆さん（左）。被災地でコミュニティ再
建に取り組む遠野山・里・暮らしネットワークの佐藤喜広さん（右）。

宮城自治研の意義を熱く語った実
行委員長の伊藤利花・宮城県本部
中央執行委員長。

パネルディスカッション第２部では、地域に飛び込んだ若い地
域おこし協力隊がパネリストとして登場。

　

全
体
会
で
は
、
自
治
研
中
央
推
進
委
員
に

よ
る
趣
向
を
凝
ら
し
た
基
調
提
起
を
受
け
て
、

増
田
聡
・
東
北
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

教
授
か
ら「
宮
城
の
未
来
、復
興
へ
の
ま
ち
づ

く
り
」
と
題
す
る
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
希

望
の
光
を
地
域
か
ら
〜
若
者
も
高
齢
者
も
い

き
い
き
と
く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
、
２
部
構
成
で
パ
ネ
リ
ス
ト
とtwitter

を
利
用
し
た
会
場
参
加
者
と
が
未
来
に
つ
い

て
熱
く
語
り
合
い
ま
し
た
。

（
記
念
講
演
は
本
誌
５
０
頁
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
次
号
に
て
ご
紹
介
し
ま
す
）

　
「
命
―
い
の
ち
を
守
る
・
育
て
る
」「
知
―

東
北
・
宮
城
を
知
る
」「
興
―
ム
ラ
・
ま
ち
を

お
こ
す
」「
継
―
未
来
へ
つ
な
ぐ
」「
支
―
く

ら
し
を
支
え
る
」「
創
―
住
民
と
つ
く
る
」

の
６
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
12

命

知

全
体
会
・
10
月
14
日（
金
）

分
科
会
・
10
月
15
日（
土
）

前
夜
祭
・
10
月
13
日（
木
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

・
10
月
16
日（
日
）

　

集
会
前
夜
に
は
、
自
治
研
集
会
初

の
試
み
と
し
て
、
復
興
を
誓
う
東
北

地
連
の
協
力
で
、
地
元
高
校
生
に
よ

る
演
奏
、
郷
土
芸
能
な
ど
が
披
露
さ

れ
た
ほ
か
、
ご
当
地
グ
ル
メ
、
地
酒
、

ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
夜
店
が
全
国
か
ら

の
参
加
者
の
心
と
胃
袋
を
満
足
さ
せ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
会
場
の
あ
ち
こ

ち
で
、
全
国
か
ら
の
支
援
者
と
被
災

単
組
と
が
再
会
す
る
姿
も
み
ら
れ
、

約
１
０
０
０
人
の
参
加
者
は
素
敵
な

仙
台
の
夜
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

分
科
会
翌
日
に
は
、
宮
城
県
と
福

島
県
の
津
波
に
よ
る
被
害
の
大
き
か

っ
た
沿
岸
地
域
を
め
ぐ
る
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ま



第７分科会「若者の力は無限大∞」

第11分科会「じちけん入門！！」

第13分科会「UNDER35「おさんぽカフェ」」

南北２つのコースに分かれて津波の傷跡の残る被災地を巡りました。

第10分科会「公共交通は誰のもの？みんなもの！！」

第５分科会「まちムラの見方「見えているもの」と
「見えていないもの」」

興

支

継

創

の
分
科
会
と
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
35
の
計
13
分
科
会

が
開
催
。
全
員
参
加
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
、

会
場
か
ら
ま
ち
へ
飛
び
出
す
な
ど
、
参
加
型

の
運
営
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
分
科
会
の
報
告
は
本
誌
２
０
１
７
年
１
月
号
か
ら
順

次
掲
載
予
定
で
す
）

だ
震
災
の
傷
跡
が
各
所
に
残
っ
て
お

り
、
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
取
り
組

み
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。


